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KaSpI の原点： 
　　　関西発の宇宙開発の継続・発展!

KaSpI の基本方針： 
　　　宇宙の大衆化の実現 
　　　　!参加体験を通じて宇宙を身近なものにする 
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•! 目的 

–!関西発の宇宙開発の継続・発展 

•!ビジネス拡大に資する衛星技術の開発 

–!科学少年・少女の育成 

•!宇宙を窓口にして、宇宙で使われている科学分野への
興味を引き出す   

•! 基本理念 

–!宇宙の大衆化 

•!宇宙ふれあい広場を通じた市民のふれあい体験 

•!身近な人・ものが衛星製作に関わっている親近感   
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•! 衛星に自分のオリジナルメッセージを 

•! メッセージを表示することにより市民が衛星運用に参加 

•! 宇宙空間を使った新しい情報メディア 

•! 実体験ならではの毎回新しい経験・発見 

•! 衛星を全ての人が 
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項　目 要　　　求 

システム設計 

方針 

・「まいど」の技術を最大限利用するこ
と。 

・H-IIAロケットのピギーバック搭載が前
提であること。 

・重力・電力に設計段階においてマージ
ンを見込むこと。 

・ロケット打ち上げを所掌する機関の安
全性要求を満足すること。 

システム設計 ・飛行時間：１年以上 

・重量：５０ｋｇ以下 

・サイズ：５０ｃｍ立方以下 

・軌道：地球周回低高度円軌道 

・軌道傾斜角：任意 

項　目 要　　　求 

姿勢制御系 ・可視時間帯において搭載カメラから地球
（半球状・辺縁）の撮像が可能なこと。 

・異常姿勢でもシステムが生存を確保でき、
サービスを一時中断した後に復帰する
ことができること。 

・軌道制御の機能は想定しなくてよい。　 

項　目 要　　　求 

通信系 ・操作者は送られてくる画像を見ながら、
実時間で操作できること。 

・リアルタイムに近い感覚で画像を連続し
て地上に送信できること。 

地上局 ・可視時間帯での市民によるリアルタイム
コマンドが可能であること。 
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項　目 要　　　求 

構造系 ・H-IIAに搭載・分離可能な機構をもつこと。 

・H-IIAの機械環境条件を満足すること。 

・吊り上げ時の支持点を持っていること。 

・製作・地上試験時には必要だが、飛行に不要
な装備品や部品の取り外しが可能なこと。 

熱制御系 ・打ち上げ時および軌道上で、搭載機器の保管
（オフ）または動作（オン）が正常に行われ
る温度範囲、温度変化に保たれること。 

電源系 ・日陰時間中に電力を確保可能なこと。 

・日照中の異常姿勢においてもバス系に電力を
供給できること。 

・ロケット上では衛星電源がオフで、分離時に
オンとなることを可能とすること。 

項　目 要　　　求 

データ処理系 ・テレメトリ系：画像データ、姿勢、温度、
電圧、電流等のテレメトリーデータを取
得できること。 

・コマンド系：リアルタイムで画像取得、
姿勢変更・制御等のコマンドが可能なこ
と。 

地上試験系 ・衛星システムのバス系・ミッション系の
機能確認・実証試験が可能なこと。 

項　目 要　　　求 

ミッション系 ・操作者からのメッセージコマンドにより、
カメラ視野内にある電光掲示板に文字が
実際に衛星搭載部に表示されること。 

・操作者からの撮像コマンドにより、衛星
が地球、宇宙、衛星自身が同時に写る画
像を取得し、リアルタイムで、操作者が
見る地上の画像表示装置にその画像を表
示すること。 

・日陰・日照の双方において電光掲示板の
文字の撮像が可能であること。 
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